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TrackBackと特徴語に基づくBlogクローリングとBlog記事の推薦
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あらまし 最近注目されている Blogには，関連する Blog記事同士をリンクするための TrackBackというメカニズム

が存在し，複数の関連するBlogがTrackBackによって緩やかなコミュニティを形成している．本研究では，TrackBack

が形成する緩やかなコミュニティを対象とした，TrackBackに基づく Blog記事のクローリング手法を提案する．本研

究では，TrackBackを辿るだけでは話題の混濁が起こるのを避けるため，特徴語によるフィルタリングを行うことで，

ある特定の話題に限定した Blogクローリングを実現する．収集した Blog記事集合に対して，TrackBack数を用いた

スコアリングを行うことで，ユーザへの有用な Blog記事の推薦を行う．提案手法の有効性を確認するために，2006

年 11月から 2007年 2月までに Blogで実際に起きた 4つの話題に対して本手法 を適用し，その有効性を示す．
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Abstract Blogs have TrackBack mechanisms which can make links to relevant entries each other. Some related

blog entries form lax blog communities by TrackBacks. In this paper, we propose a crawling method based on

TrackBacks for finding such lax communities. First, we realize a crawling mechanism that is focused on gathering

certain topics by characteristic words to avoid topic contamination occured in generic TrackBack-based crawling

mechanisms. Second, we realize a recommendation mechanism to find out useful blog entries by TrackBacks-based

scoring. We show the effectiveness of our proposed method in four recent popular topics on the blogs.
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1. は じ め に

1. 1 背 景

近年，Web2.0というキーワードとともに個人の情報発信の

場が個々のウェブサイトから Blogへと変化してきている．平

成 18年 4月の総務省による発表によると，Blog登録者数が平

成 18 年 3 月末現在で 868 万人に達している [1]．この貴重な

情報源である Blogからの効果的な情報の収集は重要な課題と

なっている．

Blog には，関連する Blog 記事同士をリンクするための，

TrackBackという Blog固有の機能がある（図 1）．TrackBack

では，相手の Blog記事に自分の記事から参照リンクを張った際

に，自分の Blog記事から相手の Blog記事へ TrackBack ping

を送信することで，参照リンクを張ったことを相手へ通知し，

その結果として相手のBlog記事からのリンクを得ることができ

る．本論文では，以降，TrackBack pingの送信元である Blog

記事を TrackBack元の Blog記事，TrackBack pingの送信

先である Blog記事を TrackBack先の Blog記事と表現する

こととする．初期の Blogでは，TrackBack pingを送信する際

には，TrackBack先の Blog記事への参照リンクを含めること

が通常であった．しかし，最近では，参照リンクの有無に関わ

らず，関連する内容を書いているという意味でもTrackBackが

利用されている．TrackBack先の Blog記事は，自らの Blog記

事と関連する内容の Blog記事を知ることができ，TrackBack

元の Blog記事は TrackBack先からのリンクを得ることができ

る．以上のことから TrackBack先の Blog記事との関係につい

て以下の 2点が仮定できると考えられる．

• TrackBack 元の Blog 記事の著者から，自分の Blog 記
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図 1 TrackBack

事との関連性の高さが認められている

• TrackBack 元の Blog 記事の著者から，自分の Blog 記

事がリンクを得たい Blog記事であると認められている

TrackBack pingを TrackBack元の Blog記事の著者からの

推薦と捉えることで，Blog 記事著者間での重要度を測ること

ができると考えられる．すなわち，「他の Blog記事著者からみ

た重要度」は TrackBack によって評価することができると考

えられる．

Blog から情報を収集する手段としては，Google ブログ検

索 [2]などの Blogサーチエンジンが挙げられる．Blogサーチ

エンジンを利用することで，検索キーワードに関連性のある

Blog記事を検索することができる．しかし，Blog固有の性質

を考慮し，TrackBackによって形成される相互評価のメカニズ

ムを最大限に活用した情報の収集や，TrackBackによって形成

される緩やかな構造そのものを効果的に収集するためのメカニ

ズムの実現には，まだ改良の余地がある．

1. 2 目 的

本研究では，関連したBlog記事の間で利用されているTrack-

Backに基づいたクローリングをすることで，ある特定の話題

に限定した Blog 記事集合を収集するための手法を提案する．

話題の特徴語を用いたフィルタリングを行うことで話題に限定

したクローリングの精度を上げる．

また，「他の Blog記事著者からみた重要度」を TrackBackよ

り算出することで Blog記事のスコアリングを行い，その結果

を用いた Blog記事の推薦を実現する．

2. 関 連 研 究

既存の Blog記事の収集やクローリングは，検索エンジンに

利用することを目的としているものが多く，日々多くの Blog

記事を収集している．収集の対象となる Blog記事の発見には，

主に以下の方法が用いられている．

• Blogサービスの提供する Blog記事更新情報からの抽出

• Ping serverの更新情報からの抽出

また，Blog 記事の収集には，主に以下の手法が用いられて

いる．

• RSS内の情報に基づく収集

• HTMLの解析に基づく収集

RSSでは，最新の記事から 10記事程度のみに限定して 1つ

の RSSとして配信されている場合が多い．このため，RSSに

基づく収集手法では，RSSが配信されるごとの記事収集処理コ

ストは低いものの，過去の Blog記事は収集の対象とならない．
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図 2 相互 TrackBack

一方，HTMLから解析した情報に基づく手法は，トップページ

からリンクを辿って，ディレクトリ以下に存在する HTML文

書をすべて収集することで，全ての Blog記事を収集すること

が可能であるが，対象となるページが膨大になるため各ページ

ごとの解析のための処理コストが高い．

南野らは，Blog記事を網羅的に収集し，監視するシステムの

提案を行っている [3]．南野らの手法では，Blog記事の発見に

ついては，WWW全体を対象としたクローリングや Blogリン

ク集，pingサーバの更新情報を利用したクローリングによって

Webページを得てから，得られたWebページを Blogである

か個別に判定することで Blog記事の発見を行っている．Blog

記事の収集については，HTML を直接解析することで行って

いる．

井原らは，画像情報を含む Blog記事の収集とそれらを検索

するシステムを構築している [4]．井原らは，Blog記事の発見

を，Blogサービスの提供する Blog記事更新情報のWebペー

ジを巡回し，Blogトップページの URLを抽出することで行っ

ている．Blog記事の収集については，初回のみ HTMLを直接

解析して収集し以降は RSSを利用し，新しい Blog記事のみを

取得している．

本研究では，Blog記事の発見を，TrackBack元の Blog記事

を辿ることで行うことで，ある特定の話題に限定した Blog記

事収集を行う．また Blog記事の収集は，HTMLを直接解析す

ることで行うことで，RSS には通常記述されない TrackBack

情報の収集を行う．

Blog 記事の TrackBack に関する研究として，中島らは，

TrackBack 利用状況の調査を行うことで，TrackBack リンク

で繋がった Blog記事の関係について考察している [5]．中島ら

は，参照リンクを伴わない TrackBackを空 TrackBackと定義

し，空 TrackBackが，解析対象とした TrackBackのうち全体

の 99%以上であったことを明らかにしている．また，Blog記

事の一時的なコミュニティ形成とみなすことができるブログス

レッドを提案し，ブログスレッド形成における TrackBack の

重要性を明らかにしており，また，相互の空 TrackBackによる

コミュニティ形成が行われていることも明らかにしている．

本研究では，中島らの指摘した TrackBack によるコミュニ

ティ形成能力に着目し，TrackBack を辿ることで，ある話題

に限定した Blog記事のクローリングを行う．さらに，参照リ

ンクを考慮しない相互 TrackBack（図 2）に着目し，片方向の
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TrackBackより相互 TrackBackによる繋がりに重みを置いた

Blog記事のスコアリングを行うことで Blog記事の推薦を行う．

一般に，Web のクローリングにおいては，フォーカストク

ローリングという手法が存在する．Chakrabartiらは，Webク

ローリングにおいて話題に関連のあるページを優先的に選択し

収集するWeb資源の探索方法を提案している [6]．

本研究では，Webを対象とするこの考えを Blogに適用する

ことで，話題に限定した Blogクローリングを行う．着目した

話題に限定するための特徴語を指定し，その特徴語に基づきク

ローリングを行う．

Web におけるリンク構造を解析することで Web ページの

重要度を測定するものとして，PageRank アルゴリズム [7] や

HITSアルゴリズム [8]などが存在する．PageRankアルゴリズ

ムでは，リンクを支持投票とみなし，リンクを受けたページの

重要度を測定する．

本研究では，通常のリンクではなく，Blog固有の機能である

TrackBackを Blog記事への支持投票とみなすことで，Blog記

事へのスコアリングを行う．

3. 提案アプローチの概要

本論文で提案する，TrackBackに基づく Blogクローリング

と Blog記事の推薦の手順を図 3に示す．

最初に，TrackBackに基づく Blog記事のクローリングを行

う．そのクローリングの過程で同時に，話題の限定とTrackBack

スパム対策のためのフィルタリングを行い，対象とする話題に

限定された Blog記事の収集を行う．続いて，収集された Blog

記事の集合に対して TrackBack 数に基づいたスコアリングを

行う．最後に，収集された Blog記事集合内でのスコアが高い

Blog記事を推薦する．

3. 1 TrackBackに基づく Blogクローリング

従来の Blog クローリングでは，Ping server や Blog サー

ビスの更新情報を用いた Blog 記事の発見と収集が行われて

いる．しかし，本研究でのクローリング対象の Blog 記事は，

TrackBack 先か，あるいは TrackBack 元の Blog 記事に限定

している．そのため，本手法では TrackBack リンクを利用す

ることで Blog記事のクローリングを行う．また，本手法では

Blog 記事の TrackBack 情報を必要とするため，Blog 記事の

HTML を解析することで TrackBack 情報を抽出する．通常，

TrackBackは Blog記事間で使用されるものであるため，ある

Blog 記事の TrackBack 元である TrackBack リンク先もまた

Blog記事であると仮定できる．本クローリング手法ではクロー

リング中のWeb ページが Blog 記事であるかどうかを判定し

ない．

crawling ( Blog b ) {

bの HTMLを解析し，すべての TrackBack元を抽出する;

解析した情報を格納する;

foreach tb_origin ( TrackBack元集合 ) {

if ( tb_origin が未解析 ) {

crawling( tb_origin );

}

}

}

図 4 クローリングアルゴリズム（話題絞り込みなし）

表 1 Blog 記事の内容 (500 件)

内容 いじめ 政治国際 MNP（携帯） スポーツ その他

件数 17 131 171 112 69

クローリング手法として，図 4に，話題による対象絞り込み

を含まない，TrackBackに基づく一般的なクローリングのアル

ゴリズムを示す．最初に元となるBlog記事のHTMLを解析し，

TrackBack情報を抽出する．TrackBack元URLやTrackBack

数などを格納した後，続けて TrackBack 元のクローリングを

行う．ここで，TrackBack がない場合や対象が既に解析済み

の TrackBack 元であった場合はクローリングを行わず前の処

理へと戻る．対象が初めて解析する TrackBack 元であった場

合は，その HTMLを解析し，抽出した TrackBack元を対象と

したクローリングを続けて行う．これを再帰的に繰り返すこと

で，TrackBack に基づいた Blog クローリングは実現される．

ここで収集する情報は，各 Blog記事の URL，TrackBack数，

TrackBack元 URLである．

話題による対象絞り込みを含まない，TrackBackに基づく一

般的なクローリングの効果の検証のための予備実験として，図

4 のアルゴリズムを用いた Blog クローリングを行った（実験

A）．Seed Blog記事（クローリングの元となる Blog記事）に

は，「いじめ，自殺」に関連する Blog記事を用いた．この Seed

Blog記事の TrackBack数は 4件であった．この Seed Blog記

事を起点に，TrackBackに基づくクローリングを行った．本予

備実験では 2000 件を収集した時点でクローリングを停止し，

そのうち 500件の Blog記事の内容を調査した．その 500件の

Blog記事の実際の内容の内訳を表 1に示す．Seed Blog記事が

「いじめ，自殺」に関連するものであったにも関わらず，特に

「政治」や「MNP（携帯）」や「スポーツ」に関連する Blog記

事が多くみられた．また「その他」の一部にはTrackBackスパ

ムと思われる Blog記事もみられた．

ここで，図 4に示したクローリング方法では，Seed Blog記

事の話題だけでなく，他の話題を扱うBlog記事の多くをクロー

リング対象とする場合があることがわかった．しかし，話題の

混濁が起こっているものの，各話題はある程度のまとまりと

なって収集されている．

TrackBack元を起点としたクローリングは，収集した対象が

Blog 記事であるかどうかの判定が省略可能であることと，話

題のまとまりごとの収集が可能であることの，2つの利点があ



ると考えられる．

3. 2 フィルタリング

表 1では 2000件中 500件の結果を示しているが，Seed Blog

記事の話題「いじめ，自殺」からは全く関連性のみられない携

帯電話の番号ポータビリティ（MNP）やスポーツの話題までも

収集されている．この原因として考えられることは，Blog記事

では 1つの記事内で複数の話題を取り上げることが少なくない

ということである．複数の話題を扱った TrackBack元を起点と

した収集を行っているうちに話題の混濁が起きることがわかっ

た．本研究では，着目した話題に限定した Blog記事集合を収

集することを目的としているため，話題の混濁した Blog記事

集合が収集されることは好ましくない．したがって，クローリ

ング対象を，着目した話題に限定するため，収集の対象とする

Blog記事を，「ユーザが設定した特徴語を Blog記事の本文に含

む Blog 記事」と定義する．この定義に当てはまる Blog 記事

のみを収集の対象に含めることでフォーカストクローリングを

実現する．なお，特徴語は複数個の設定を可能とし，設定され

た特徴語がすべて含まれている Blog記事のみを収集の対象と

する．

TrackBack元を辿る際の問題として，TrackBackスパムの存

在が挙げられる．TrackBackスパムとは，相手の Blog記事の

内容とは無関係な TrackBackを送信することで，自分の Blog

記事へのリンクを得るものである．本論文では TrackBack ス

パムを，「特徴語が Blog記事の本文に含まれない，TrackBack

先の Blog記事の内容とは無関係な内容を持つ TrackBack元の

Blog記事」と定義する．

TrackBackスパムの送信は自動的にリンクを得られることか

ら，読者の多い著名な Blog記事などに対して行うことで，自

分の Blog記事へと読者を誘導することを目的としている．こ

れは TrackBack に基づいたクローリングを行う上で排除すべ

き存在である．その理由は以下の 2つである．

• 話題の混濁が起こり，話題に限定した収集が不可能

• 不必要な Blog記事のクローリングによる，クローリン

グ時間の増加

この TrackBack スパムには，前述したフォーカストクロー

リングを行うことで対処できる．TrackBack スパムは多くの

場合，TrackBack 先とは記事の内容が全く関連しないため，

TrackBackスパムの本文には特徴語が含まれていないと考えら

れる．したがって，前述の特徴語を用いたフォーカストクロー

リングを行うことで，同時に TrackBack スパムの排除も可能

である．

図 5に図 4のアルゴリズムを改良し，フィルタリングを追加

したフォーカストクローリングアルゴリズムを示す．

特徴語によるフォーカストクローリングの効果の検証のため

の予備実験として，先ほどの実験 Aで用いたものと同じ Seed

Blog記事を用い，特徴語（「いじめ」と「自殺」）を用いたフィ

ルタリングを行い，クローリングを行った（実験 B）．収集し

た Blog記事は 158件であり，すべて特徴語（「いじめ」と「自

殺」）が含まれた Blog記事が収集された．その内容を表 2に示

す．表 2中の「いじめ・政治」は，主に教育基本法改正といじ

crawling( Blog b , Topic t ){

if ( bの本文に tが含まれる ) {

bの HTMLを解析し，すべての TrackBack元を抽出する;

解析した情報を格納する;

foreach tb_origin ( TrackBack元集合 ) {

if ( tb_originが未解析 ) {

crawling( tb_origin, t );

}

}

}

else { bを解析済みとする; }

}

図 5 特徴語によるフォーカストクローリングアルゴリズム

表 2 Blog 記事の内容 (フィルタあり) (158 件)

内容 いじめ・ いじめ・ いじめ・ 自殺・ 1 日の

自殺 政治 マスコミ 履修問題 ニュース

件数 93 43 4 13 5

め問題についての Blog記事，「いじめ・マスコミ」は，主にマ

スコミによるいじめ・自殺報道の問題点についての Blog記事，

「自殺・履修問題」は，主に高校の履修不足問題による自殺に

ついての Blog記事である．また，「一日のニュース」とは，そ

の日に起こった複数の出来事を 1つの Blog記事にまとめて書

かれているもので，「いじめ・自殺」の内容だけでなく，それ以

外の内容も含まれている．収集した Blog 記事には「いじめ」

や「自殺」という特徴語が含まれてはいるものの，「自殺・履修

問題」や「1日のニュース」のように，内容のすべてが「いじ

め・自殺」でないものもいくつか見られたが，大部分について

は「いじめ・自殺」の話題を扱う Blog記事が収集された．

特徴語を用いたフィルタリングを行うことは，着目した話題

に限定したBlog記事のクローリングを行う上で，着目した話題

の Blog記事集合の収集が可能であることと，TrackBackスパ

ムの排除が可能であることの，2つの利点があると考えられる．

3. 3 Blog記事のスコアリング

TrackBackは一方的に作成可能であり，TrackBack元のBlog

記事が TrackBack ping を送信すれば，TrackBack 先の Blog

記事から自動的にリンクを得ることができる．この性質を利用

し TrackBackは，TrackBack元の Blog記事にとって，Track-

Back先の Blog記事から自らへのアクセスを増やすという目的

のためにも用いられている．すなわち，TrackBack先の Blog

記事が人気で有名であればあるほどTrackBackされやすいと仮

定できる．人気で有名であるということは，内容もそれに従っ

て充実していると考えられる．この仮定に基づき，本手法では，

TrackBackを Blog記事著者による推薦と捉えることでスコア

リングを行う．

TrackBackの使い方の 1つとして，現在，TrackBackを受け

た TrackBack先の Blog記事から，TrackBack元の Blog記事

へ TrackBackすることによって，お互いの記事を TrackBack

により自動的に作られたリンクで相互にリンクし合うという



表 3 スコアリング（相互 TrackBack 数: α=1.0, β=0）

識別子 BTB(n) TB(n) Score(n) 内容

105 13 9 13 いじめ，自殺

76 11 16 11 教育全般

138 9 7 9 いじめ，教育再生会議

55 8 77 8 タウンミーティング

52 7 56 7 教育基本法強行採決

14 7 7 7 いじめ，自殺予告

31 6 20 6 いじめ，教育基本法

33 6 12 6 履修問題，校長自殺

21 6 7 6 いじめ

140 6 5 6 いじめ，教育再生会議

137 6 3 6 いじめ，教育再生会議

ことが行われている．これを本論文では相互 TrackBack と呼

ぶ．相互 TrackBackは，Blog記事著者がお互いの Blog記事を

推薦し合っているという状態である．本論文では，TrackBack

を，相互 TrackBack とそれ以外の片方向 TrackBack の 2 種

類に分けて考えることとする．片方向 TrackBack とは，相互

TrackBackを除いた Blog記事が受けている TrackBackと定義

する．すなわち，相互 TrackBack数と片方向 TrackBack数の

合計が，Blog記事の受けている TrackBack数となる．

相互 TrackBack が存在するということは，著者同士が互い

の Blog記事の関連性が高いことを認め合っていると解釈でき

る．本手法では，この仮定に基づき，相互 TrackBack は片方

向 TrackBack に比べ，重要度を高くする．本手法では，片方

向 TrackBackよりも相互 TrackBack数が多いほどスコアが高

くなるように重みづけを行う．本手法でのスコア計算の式を式

(1)に示す．

Score(n) = α × BTB(n) + β × TB(n) (α > β) (1)

式 (1)における α，β は，重みづけ係数である．BTB(n)は

Blog記事 nの持つ相互 TrackBack数，TB(n)は Blog記事 n

の持つ片方向 TrackBack数とする．求められた Score(n)が高

い Blog記事ほど，その重要度が高い記事とする．

式 (1)における重みづけ係数の検討のための予備実験として，

先程の実験 Bで得られた Blog記事集合に対して，式 (1)を用

いスコアリングを行った．ここで重みづけ係数である α，βにつ

いては，α=1.0，β=1.0のTrackBack数を用いた場合，α=1.0，

β=0の相互 TrackBack数のみを用いた場合，α=0，β=1.0の

片方向 TrackBack数のみを用いた場合，の 3パターンで実験

を行う．

この 3 パターンで得られた結果のスコア 10 位までの Blog

記事をそれぞれ表 3，表 4，および表 5に示す．表 3，表 4，お

よび表 5中の「識別子」は，収集した Blog記事に付けられた

一意な番号である．「BTB(n)」は相互 TrackBack数，「TB(n)」

は片方向 TrackBack数であり，「Score(n)」は各パターンでの

α，β の値を用いて式 (1)により算出した値である．また，「内

容」という項目は Blog記事のタイトル・本文から判断した最

もその Blog記事で語られていた話題を示している．

実験 Bで得られた Blog集合に対して，片方向 TrackBack数

表 4 スコアリング（TrackBack 数: α=1.0, β=1.0）

識別子 BTB(n) TB(n) Score(n) 内容

92 2 90 92 教育基本法強行採決

55 8 77 85 タウンミーティング

52 7 56 63 教育基本法強行採決

63 0 56 56 教育基本法強行採決

56 2 31 33 教育基本法強行採決

76 11 16 27 教育全般

31 6 20 26 いじめ，教育基本法

142 3 21 24 教育基本法，安部内閣

146 1 23 24 いじめ，自殺

105 13 9 22 いじめ，自殺

表 5 スコアリング（片方向 TrackBack 数: α=0, β=1.0）

識別子 BTB(n) TB(n) Score(n) 内容

92 2 90 90 教育基本法強行採決

55 8 77 77 タウンミーティング

52 7 56 56 教育基本法強行採決

63 0 56 56 教育基本法強行採決

56 2 31 31 教育基本法強行採決

146 1 23 23 いじめ，自殺

142 3 21 21 教育基本法，安部内閣

31 6 20 20 いじめ，教育基本法

76 11 16 16 教育全般

100 2 15 15 履修問題

のみを用いた場合（表 5）と TrackBack 数を用いた場合（表

4）については大きな違いが見られなかった．これは，片方向

TrackBack数が，相互 TrackBack数に比べ，非常に多かった

ためである．したがって，表 4，表 5 それぞれに現れている

Blog記事は 9位までは同じである．しかし，TrackBack数を

用いた場合の第 10位には，片方向 TrackBack数のみを用いた

場合には現れなかった，「いじめ，自殺」を扱った Blog記事が

現れている．TrackBack数を用いた場合において，「いじめ，自

殺」を扱った識別子 146の Blog記事の順位は 3つ下がってい

るものの，「いじめ，自殺」を扱った Blog 記事が第 10 位まで

で 2つ現れたことは好ましい結果であると考えられる．片方向

TrackBack数のみを用いるのと比較して，相互 TrackBack数

も含めた場合のほうが良い結果が得られると考えられる．

また，相互 TrackBack 数のみを用いた場合（表 3）につい

ては，片方向 TrackBack 数を無視しているため，今回の実験

対象では非常に多かった片方向 TrackBack 数の影響を受けて

いない．TrackBack数を用いた場合には第 10位であった識別

子 105の Blog記事が，表 3では第 1位となっている．識別子

105 の Blog 記事は「いじめ・自殺」を扱ったものである．さ

らに，TrackBack数を用いた場合（表 5）と比べ，「いじめ・自

殺」を扱った Blog記事が上位に位置していると考えられる．特

徴語を「いじめ」と「自殺」として収集した Blog記事集合に

おいて，「いじめ・自殺」を扱っていた Blog記事が上位に選ば

れたことは好ましい結果であると考えられる．そのため単純に

TrackBack数を用いる方法と比較して，相互 TrackBack数を

用いた場合のほうが良い結果が得られると考えられる．



4. 評 価 実 験

4. 1 指 針

評価実験として，次に挙げる話題に限定した Blog記事のク

ローリングを行い，収集された Blog記事集合に対して Track-

Backに基づいたスコアリングを行った．本評価実験で用いる

Seed Blog記事は，livedoor NEWS [9]にTrackBackを送信し，

リンクを得ているBlog記事とした．livedoor NEWSでは，日々

配信されるニュース記事に対して，Blog 記事から TrackBack

を受け付ける機能を提供している．

それでは今回の評価実験に用いた Seed Blog 記事の話題は，

以下の 3つである．

（ 1） 不二家 洋菓子販売を全面休止

• 2007/01/15時点での TrackBack: Blog記事 16件

• 2007/01/11 livedoor NEWS - ライブドア・ニュース

（ 2） フジ『発掘！あるある大事典 II』の納豆特集で捏造

• 2007/01/22時点での TrackBack: Blog記事 40件

• 2007/01/20 livedoor NEWS - PJnews

（ 3） 宮崎知事選：そのまんま東氏が初当選

• 2007/01/26時点での TrackBack: Blog記事 97件

• 2007/01/22 livedoor NEWS - 毎日新聞

それぞれの Seedニュース記事に対して TrackBackしている

Blog記事すべてを，Seed Blog記事として利用した．利用した

Seed Blog記事には，重複したものや TrackBackスパムと言え

るようなものが存在する場合がある．特徴語によるフィルタリ

ングの効果を確かめるため，これらのものもそのまま用いるこ

ととした．

スコアリングの式については，前節の予備実験の結果等から

検討した結果，重みづけ係数 α を 4.0，β を 1.0 とした式 (2)

で行った．

Score(n) = 4.0 × BTB(n) + 1.0 × TB(n) (2)

評価にあたって，本手法によって得られた Blog記事の内容

を著者らが主観的に判断することも可能であるが，実験結果の

公平性を高めるため，できるだけ客観的かつ計測可能な指標と

して，以下の 5つを実験結果の有効性の評価指標として用いる

こととした．

• オフィシャルサイト（公式サイト）へのリンク

• ニュース記事へのリンク数

• ニュース記事の引用数

• その他関連する情報へのリンク数

• 掲載画像数

それぞれプレーンテキスト以上に情報量を持っており，Blog

記事の内容を測る指標として挙げられるものと考える．特に，

今回扱った話題ではオフィシャルサイトと呼べるものが存在す

るため，別途オフィシャルサイトへのリンクを取り上げること

とした．ただし，上記の 5つの指標はあくまでも結果の評価の

目安として用いるためのものであり，実験に用いたフォーカス

トクローラ自体はこれらの指標を一切利用していない．これら

5つの指標で高い評価値を持つものを，本論文では「情報量の

表 6 不二家：Blog 記事の内容 59 件

内容 不二家 洋菓子 不二家 その他全般 日記

件数 23 35 1

図 6 不二家 片方向 TrackBack 数

図 7 不二家 提案方式

多い」Blog記事と呼ぶことにする．

4. 2 話題：不二家 洋菓子販売を全面休止

クローリングの際のパラメータは，以下のように定めた．

• Seed Blog記事: 16件

• 特徴語: 不二家

このクローリングで得られた Blog記事は 59件であった．収

集された Blog記事の内容を表 6に示す．

表 6の，「不二家 洋菓子」は Seedニュース記事について書か

れた Blog記事，「不二家 その他全般」は「不二家 洋菓子」以外

の一連のニュースについて書かれた Blog記事，「日記」は本文

のほとんどが日記であって，この話題については軽く触れてい

る程度の Blog記事を，それぞれ示している．

収集された Blog記事は，すべて「不二家」の話題について触

れたものであった．TrackBack スパムと思われるような Blog

記事は含まれておらず，着目した話題に限定したクローリング

が行われたと言える．

次に収集した Blog記事に対して，式 (2)を用いて算出した

スコアに基づいて順位付けた．その第 10位までの Blog記事の

内容を表すグラフを図 7に，比較対象として片方向 TrackBack

数で順位付けたものを図 6に示す．

図 7の提案方式のものと図 6の片方向 TrackBack数のもの

では，10位までに現れる Blog記事に違いが見られた．第 1位



表 7 あるある大事典捏造：Blog 記事の内容 127 件

内容 あるある ダイエット マスメディア 1 日の 日記

納豆・捏造 ニュース

件数 117 2 4 2 2

図 8 あるある大事典 片方向 TrackBack 数

図 9 あるある大事典 提案方式

に現れる Blog記事は同様のものであったが，それ以外は順位

が異なっているか片方では現れなかった Blog記事が現れてい

る．片方向 TrackBack数のものでは第 5位，第 6位に比較的

情報量の多い Blog記事が現れているが，提案方式のものでは

それぞれが順位を上げ，第 2 位，第 4 位に現れている．また，

第 7位～第 10位の Blog記事においても，片方向 TrackBack

数のものよりも提案方式のものが情報量の多い Blog記事が現

れており，良い結果となっている．

4. 3 話題：フジ『発掘！あるある大事典 II』の納豆特集で

捏造

クローリングの際のパラメータは，以下のように定めた．

• Seed Blog記事: 40件

• 特徴語: あるある，納豆，造（ねつ造，捏造）

このクローリングで得られた Blog 記事は 127 件であった．

その収集された Blog記事の内容を表 7に示す．

表 7の，「あるある 納豆・捏造」は Seedニュース記事につい

て言及した Blog記事，「ダイエット」はこの話題について触れ

つつダイエットについて書かれたBlog記事，「マスメディア」は

マスメディアの捏造について書かれた Blog記事，「1日のニュー

ス」はこの話題も含めた複数のニュースが書かれた Blog記事，

「日記」はこの話題について軽く触れている程度の Blog記事で

ある．

ここでも，収集された記事は，すべて「あるある 納豆・捏

造」の話題について触れたものであった．TrackBackスパムと

思われるような Blog記事は含まれておらず，着目した話題に

限定したクローリングが行われたと言える．

次に収集した Blog記事に対して，式 (2)を用いて算出した

スコアに基づいて順位付けた．その第 10位までの Blog記事の

内容を表すグラフを図 9に，比較対象として片方向 TrackBack

数で順位付けたものを図 8に示す．

この話題においても，図 9の提案方式のものと図 8の片方向

TrackBack数のものでは，10位までに現れる Blog記事に違い

が見られた．片方向 TrackBack数のものでは第 2位，第 6位

に比較的情報量の多い Blog記事が現れている．ここで提案方

式のものでは，片方向 TrackBack 数のもので第 2 位にあった

Blog 記事が順位を上げ第 1 位となっている．加えて，提案方

式のものでは，片方向 TrackBackのものに比べて第 5位～第

9 位にかけて，ある程度情報量の多い Blog 記事が現れ，良い

結果となっている．

4. 4 話題：宮崎知事選：そのまんま東氏が初当選

クローリングの際のパラメータは，以下のように定めた．

• Seed Blog記事: 97件

• 特徴語: そのまんま，宮崎，知事，当選

このクローリングで得られた Blog 記事は 124 件であった．

その収集された Blog記事の内容を表 8に示す．

表 8の，「そのまんま東氏 当選」は Seedニュース記事につい

て言及した Blog記事，「当選後」はこの話題の翌日のニュース

について書かれた Blog記事，「出馬」はこの話題の 1ヶ月ほど

前に書かれた Blog記事，「1日のニュース」はこの話題も含め

た複数のニュースが書かれた Blog記事，「日記・その他」はこ

の話題について軽く触れている程度の日記や主にアイドルやそ

の他の情報を扱っている Blog記事などである．

ここでも，収集された記事は，「そのまんま東氏 当選」の話

題を含んだものであった．「そのまんま東氏が当選した」程度の

情報しか書かれていない Blog記事が「日記・その他」に存在

したが，全く話題に触れていない Blog記事ではなかった．し

たがって，着目した話題に限定したクローリングが本手法によ

り効果的に行われたといえる．

次に，「そのまんま東氏 当選」の話題において収集した Blog

記事に対して，式 (2)を用いて算出したスコアに基づいて順位

付けた．その第 10位までの Blog記事の内容を表すグラフを図

11に，比較対象として片方向 TrackBack数で順位付けたもの

を図 10に示す．

この話題においても，図 11の提案方式のものと図 10の片方

向 TrackBack 数のものでは，10 位までに現れる Blog 記事に

違いが見られた．片方向 TrackBack数のものでは，第 5位，第

7 位に比較的情報量の多い Blog 記事が現れている．提案方式

のものでは，片方向 TrackBack 数のもので第 7 位にあったも

のが順位を上げ，第 5位となっている．加えて，提案方式のも

のでは，片方向 TrackBack数のもので第 5位にあった Blog記

事が第 10位までには現れていないが，第 2位にはそれ以上に



表 8 そのまんま東氏当選：Blog 記事の内容 124 件

内容 そのまんま 当選後 出馬 知事選 1 日の 日記・

東氏 当選 ニュース その他

件数 104 6 1 2 4 7

図 10 そのまんま東氏当選 片方向 TrackBack 数

図 11 そのまんま東氏当選 提案方式

情報量の多い Blog記事が現れている．さらに，提案手法のも

のでは第 3位に片方向 TrackBack数のものにはなかった Blog

記事が現れ，良い結果となっている．

5. お わ り に

TrackBack に基づく Blog クローリングの手法とその Blog

記事のスコアリングを提案した．TrackBackを利用した Blog

記事のクローリングを可能とし，フィルタリングを行うことで，

着目した話題に限定してクローリングを行う手法を提案した．

また，3つの話題を対象に評価実験を行い，相互 TrackBack数

に重みを置いた TrackBack に基づくスコアリングの有効性を

示した．

今後の課題としては以下のことが挙げられる．

• クローリング精度の向上

本研究のクローリングにおいては，TrackBackの抽出はBlog

サービス毎に HTMLの解析を行うことで TrackBack元 Blog

記事の URLや TrackBack数の抽出を行っている．またフィル

タリングにおける本文の特定においても同様である．このまま

の方法では Blogサービスの仕様変更に逐一対応しなければな

らない．ある程度の変更に耐えうる柔軟な TrackBack の抽出

方法が必要である．そのため，Blogサービスに依存しない抽出

方法の確立も検討する．

• 重みづけとスコアリングの評価

重みづけ係数については，α=4.0，β=1.0で評価実験を行っ

た．今回のこの結果は今回扱った 3つの話題に関する Blog記

事集合における結果であるため，他の Blog記事集合の場合に

おける実験を行い，さらなる検討を行っていく．また，今回の

評価実験においては本研究で定義した片方向 TrackBack 数の

ものとの比較を行った．今後は従来 Blogサーチエンジンでの

結果の提示に用いられている TF・IDF ベースのスコアリング

との比較も検討する．

• スコアリング方法の改善

本論文で提案したスコアリング方法では，片方向 TrackBack

の意味について，深い考慮をしていない．例えば，「TrackBack

は受けたが相手に TrackBack はしない」といったようなマイ

ナス評価のような Blog記事著者の意思も考えられる．そのよ

うな点も考慮したスコアリングの改善が考えられる．
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